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CRN概要

掲載日： 2010年9月 1日掲載

◆CRN設立理念

世界の子どもを取り巻く諸問題を解決するためには、従来の学問分野を越えて学際的な研究体
制が必要ではないか、という問題意識から出発したのがCRNです。

そのベースには、CRNの設立者であり、現在は名誉所長を務めている小林登が提唱している、
子どもの「成育」－子どもは生物学的存在として生まれ、社会的存在として育つ。「育つ力」
をもった子どもは親・家庭・学校のそして社会の「育てる力」との相互作用によって体を成長
させ、心を発達させる。この「育つ力」と「育てる力」のふたつをお互いに関連づけ、成長・
発達と育児・保育・教育を統合した概念を「成育」と呼ぶ－をいかに支援していくかという考
え方があります。

この発想にもとづき、学際的研究を推進しようとしていたところへ、折しも、インターネット
が急速に普及しはじめました。世界的規模で「子ども研究」を進めてゆくのであればインター
ネットは極めて有効な手段です。このような経緯で、CRNが今日のような姿をとることになっ
たのです。

このネットワークを利用し、世界の研究施設や研究者と交流を行い、子どもをめぐるさまざま
な問題の解決に取り組んでいくことがCRNの目的であり、使命です。

ここに集められた知見や問題解決のための知恵が21世紀を生きる世界の子どもたちの未来に大
きな意義をもつよう、これから幅広い活動を展開していきます。そして、このネットを通し
て、みなさんとともに子どもたちの未来に貢献していきたいと思います。

どうか、末永くご支援ください。

◆子ども学とは？

世界の子どもを取り巻く諸問題を解決するためには、従来の学問分野を越えて学際的な研究体
制が必要ではないか―このような問題意識から、小林登名誉所長は「子ども学（Child
Science）」の考え方を提唱しました。

子どもは生物学的存在として生まれ、社会的存在として育ちます。「育つ力」をもった子ども
は親・家庭・学校、そして社会の「育てる力」との相互作用によって体を成長させ、心を発達
させます。この「成育」の営みを支援していくのが「子ども学」のミッションです。

「子ども学」は、自然科学・社会科学・人文科学の知見を総合した「人間科学」であり、様々
な領域の専門家の対話を促します。
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新着記事

【誰一人取り残さない「こどもま
んなか社会」の実現を目指す「こ
ども家庭庁」】 その11：若い世
代の描くライフデザインや出会い
を考えるワーキンググループ

【ニュージーランド子育て・教育
便り】第51回 天候被害に関する
子どもの準備・事後のサポート

【カナダBC州の子育てレポー
ト】第37回 フルインクルーシブ
教育：自立と自律を中心に考える
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◆CRNの所在地

〒206-0033 東京都多摩市落合1-34
ベネッセ教育総合研究所 内　　地図はこちら

＊CRNの運営は多数のスタッフによって支えられています。
アドバイザリー・ボード・メンバー一覧

【誰一人取り残さない「こどもま
んなか社会」の実現を目指す「こ
ども家庭庁」】その10： こども
政策に関する国と地方の協議の
場〜こども政策の最前線は自治
体〜

【ドイツの子育て・教育事情～ベ
ルリンの場合】 第62回 子どもの
健康診査～日独比較

【一人一人の違いに寄り添うため
に】第12回 知識は無限、順位は
有限

【インドの育児と教育レポート～
チェンナイ編】 第11回 インドの
学校教育におけるスクールカウン
セラーの役割

【カナダBC州の子育てレポー
ト】第36回 フルインクルージョ
ン教育の理想と現実

【誰一人取り残さない「こどもま
んなか社会」の実現を目指す「こ
ども家庭庁」】その９：「こども
まんなか」の視点で乳幼児の育ち
を支える「こども誰でも通園制
度」について

【CRNA国際共同研究】子どもの
レジリエンスを育む保育実践に関
する調査2024 結果報告
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チャイルド・リサーチ・ネット（CRN）は、ベネッセ教育総合研究所の⽀援のもと運営されています。

https://benesse.jp/berd/special/crn/pdf/crn_01_01_04.pdf



